
2004 千葉大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2004 －1－ 

１                              問題のページへ 

(1) 3)( xx =f より 23)( xx =¢f となり, ( )
4
3

2
1 =¢f である。 

また, cbxaxx ++= 2)(g より, baxx +=¢ 2)(g となる。 

条件より, ( )
8
1

2
1 =g かつ ( )

4
3

2
1 =¢g となるので,  

8
1

2
1

4
1 =++ cba , 

4
3=+ ba  

よって, ab -=
4
3 , ( ) aaac

4
1

4
1

4
3

2
1

4
1

8
1 +-=---=  

(2) )()()( xxxh gf -= とおくと, (1)より, ( ) axaaxxxh
4
1

4
1

4
3)( 23 -+---=  

( )aaxxxh ---=¢
4
323)( 2 )346)(12(

4
1 +--= axx  

0)( =¢ xh の解は, 
2
1

3
2,

2
1 -= ax となり,  

( ) 0
2
1 =h , ( )

2
1

3
2

27
4

2
1

3
2 23 +-+-=- aaaah  

また, ah
4
1

4
1)0( -= , ah

4
1

2
1)1( -= から, 0≦x≦1 における )( xh の最小値を

mとおくと, 

(i)  0
2
1

3
2 ＜-a ( )

4
3＜a のとき 

右表より, ( ) 0
2
1 == hm  

(ii) 
2
1

2
1

3
20 ＜≦ -a ( )

2
3

4
3 ＜≦ a のとき 

(ii-i) 0
44

1 ＞a- )1( ＜a のとき 

右表より, ( ) 0
2
1 == hm  

(ii-ii) 0
44

1 ≦a- )1( ≧a のとき 

右表より, ahm
4
1

4
1)0( -==  

(iii) 1
2
1

3
2

2
1 ＜≦ -a ( )

4
9

2
3 ＜≦ a のとき 

( )
2
1

3
2 -ah と )0(h の大小関係

を調べるために, 差をとり,  

( ) )0(
2
1

3
2)( hahad --=  

すると, 
4
1

4
3

3
2

27
4)( 23 +-+-= aaaad となり,  

4
3

3
4

9
4)( 2 -+-=¢ aaad )34)(94(

36
1 ---= aa  

x 0 … 2
1  … 1 

)( xh¢   － 0 ＋  
)( xh    0   

x 0 … 2
1

3
2 -a  … 2

1  … 1 

)( xh¢   ＋ 0 － 0 ＋  
)( xh      0   

x 0 … 2
1  … 2

1
3
2 -a  … 1 

)( xh¢   ＋ 0 － 0 ＋  
)( xh    0     
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このとき, 
4
9

2
3 ＜≦ a において, 0)( ＞ad¢ より, ( ) 0

8
1

2
3)( ＞≧ =dad  

よって, ( ) )0(
2
1

3
2 hah ＞- となり, ahm

4
1

4
1)0( -== である。 

(iv) 1
2
1

3
2 ≧-a ( )

4
9≧a のとき 

)0(
4
1

4
1

4
1

2
1)1( haah =--= ＞ より,  

ahm
4
1

4
1)0( -==  

(i)～(iv)より, 1＜a のとき 0=m , 1≧a のとき am
4
1

4
1 -= である。 

 

［解 説］ 
とにかく朴訥に場合分けをし, それぞれの場合について )( xh の増減を調べました。

難問ではないものの, かなりの時間を要します。 

x 0 … 2
1  … 1 

)( xh¢   ＋ 0 －  
)( xh    0   
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２                              問題のページへ 

(1) 0＜ t＜ 1 より , 0122 =+- txx …… (＊ )の判別式

014 2 ＜-= tD となり, (＊)は虚数解 ittx 21 -±= をも

つ。これをa とすると,  

1)1( 2222 =-+= tta  

よって, 1=a である。 

(2) まず, itt 21 -+=a としても, 一般性を失わない。 

さて, q=ÐBOP とおくと, 0＜t＜1より, 
2

0 pq＜＜ となり,  

qpp 2OAQ2AOQ -=Ð-=Ð , q=Ð=Ð=Ð QAOAQOPOQ  

四角形 ABPQの面積を Sとすると,  

( ) qqqqp sin2sin
2
12sin1

2
1)2sin(1

2
1 22 +=´×+-×=S  

qqqq
2
1cos

2
3cos2cos2cos =+=¢S  

右表より, 
3
pq = のとき S は最大値 3

4
3 をと

る。このとき, 
2
1

3
cos == pt である。 

 

［解 説］ 

複素数平面を題材にした基本問題です。なお, (1)では, 解と係数の関係を用いても

OKです。 

q  0 … 3
p  … 2

p  

S ¢   ＋ 0 －  

S   3
4
3    
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P
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３                              問題のページへ 

(1) q=ÐAOB とすると, )sin,cos(B qq となる。 

また, )0,(A t とすると, 1AB = から,  

1sin)cos( 22 =+- qq t , 0cos2 2 =+- tt q  

qcos2=t より, )0,cos2(A q  

点 P は線分 AB 上の点なので, 10 ≦≦ s として, 

ss -= 1:PA:BP とおく。 

すると, OA2BP = から, OA2sAB = となり,  

qcos22 =s , qcos=s  

これより, )sin,cos)(cos1()0,cos2(cosOB)1(OAOP qqqqq -+=-+= ss  

よって, )sin)cos1(,cos)cos1((P qqqq -+  

(2) 
2

0 pq＜≦ において, 点 ),(P yx は, qq cos)cos1( +=x , qq sin)cos1( -=y  

)sin)(cos1(cossin qqqq
q

-++-=
d
dx  

 0)1cos2(sin ≦+-= qq  

qqqq
q

cos)cos1(sinsin -+=
d
dy

 

 1coscos2 2 ++-= qq  

 0)1cos)(1cos2(2 ≧-+-= qq  

すると, 点 Pの軌跡は右図のようになり,  

òò +--==
0

2

2

0
)1cos2)(sin(sin)cos1(p qqqqq ddxyS  

 ò ++-= 2

0

22 sin)1coscos2(
p

qqqq d  

ここで, òòò -== 2

0

2

0

22

0

22 )4cos1(
8
12sin

4
1sincos

ppp

qqqqqqq ddd
16
p=  

[ ]
3
1sin

3
1sincos 2

0
32

0

2 ==ò
pp

qqqq d  

òò -= 2

0

2

0

2 )2cos1(
2
1sin

pp

qqqq dd
4
p=  

よって, 
3
1

843
1

16
2 +=++×-= pppS  

 

［解 説］ 

題意を読み取り, 点 Pの位置が把握できれば, 後は計算だけです。 

A1O

1
B

P

2 x

y

O

1

P

2 x

y



2004 千葉大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2004 －5－ 

４                              問題のページへ 

(1) )(1 xP は 1次多項式で, 012)0( 0
1 =-=P , 112)1( 1

1 =-=P となるので,  

xxP =)(1  

さて, )()()( 121 xPxPxQ -= とすると, )(1 xQ は 2次多項式で,  

000)0()0()0( 121 =-=-= PPQ , 011)1()1()1( 121 =-=-= PPQ  

これから, )1()( 11 -= xxaxQ )0( 1 ¹a とおくことができ,  

)1()()()( 1112 -+=+= xxaxxQxPxP  

そこで, 312)2( 2
2 =-=P より, 1223 a+= , 

2
1

1 =a  

したがって, )1(
2
1)()()( 121 -=-= xxxPxPxQ  

同様にして, )()()( 232 xPxPxQ -= とすると, )(2 xQ は 3 次多項式となり, 

0)2()1()0( 222 === QQQ より, )2)(1()( 22 --= xxxaxQ )0( 2 ¹a とおける。 

)()()()()()( 211223 xQxQxPxQxPxP ++=+=  

  )2)(1()1(
2
1

2 --+-+= xxxaxxx  

712)3( 3
3 =-=P より, 26337 a++= , 

6
1

2 =a  

したがって, )2)(1(
6
1)()()( 232 --=-= xxxxPxPxQ  

(2) (1)と同様に, )()()( 1 xPxPxQ nnn -= + とすると, )( xQn は n 次多項式となり, 

0)()2()1()0( ===== nQQQQ nnnn L から,  

)()2)(1()( nxxxxaxQ nn ---= L  )0( ¹na  

以下, 
!)1(

1
+

=
n

an であることを数学的帰納法を用いて示す。 

(i)  1=n のとき 
2
1

!)11(
1

1 =
+

=a より, 成立する。 

(ii) ln≦ のとき 
!)11(

1
1 +
=a , 

!)12(
1

2 +
=a , …, 

!)1(
1
+

=
l

al と仮定すると,  

)(1 xPl+ )()()()()()( 211 xQxQxQxPxQxP lll ++++=+= L  

  L+
--

+
-

+=
!3

)2)(1(
!2

)1( xxxxx
x

!)1(
)()2)(1(

+
---

+
l

lxxxx L
 

このとき, )(2 xPl+ )()( 11 xQxP ll ++ +=  

      )(1 xPl+= )1)(()2)(1(1 -----+ + lxlxxxxal L  

ここで, 2+= lx を代入すると,  

L+
++

+
++

++=-+

!3
)1()2(

!2
)1()2(

)2(12 2 lllll
ll

!)1(
2)1)(2(

+
××++

+
l

lll L
 

    12)1)(2(1 ×××+++ + Llllal  

!)2(CCCCC2 11232221202
2 ++++++=- +++++++

+ lalllllll
l L  
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すると, )CCCCC(2!)2( 1232221202
2

1 ++++++
+

+ +++++-=+ llllll
l

l la L  

       )CCCCC()11( 1232221202
2

++++++
+ +++++-+= llllll

l L  

1C 22 == ++ ll  

よって, 
!)2(

1
1 +
=+

l
al となり, 1+= ln のときも成立する。 

(i)(ii)より, 
!)1(

1
+

=
n

an すなわち
!)1(

)()2)(1(
)(

+
---

=
n

nxxxx
xQn

L
となる。 

以上より, n≧2において,  

!
)1()2)(1(

!3
)2)(1(

!2
)1(

)(
n

nxxxxxxxxx
xxPn

+---
++

--
+

-
+=

L
L  

なお, 1=n のときも, xxP =)(1 より成立する。 

 

［解 説］ 

最初は, 与えられた条件を連立方程式に直して, xxP =)(1 , )1(
2
1)(2 += xxxP , 

)5(
6
1)( 2

3 += xxxP を導きました。しかし, この方法では, (2)に繋がりません。そこ

で, 考え直したのが上の解です。決してやさしくはありませんが, 演習する価値のあ

る問題です。 
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５                              問題のページへ 

点 )0,,0(C t とし, △ABCの面積を Sとする。 

)2,3,6(AB --= , )2,1,1(AC ---= t より,  

74936AB =++= , 624)1(1AC 22 +-=+-+= ttt  

734)1(36ACAB +=+-+=× tt  

すると, 222 )ACAB(ACAB
2
1 ×-=S 22 )73()62(49

2
1 +-+-= ttt  

 24514040
2
1 2 +-= tt ( )

2
49

4
78

2
5 2

+-= t  

よって, 
4
7=t のとき, Sは最小値

4
107

2
49

2
5 = をとる。 

 

［解 説］ 

三角形の面積公式への代入練習とも思える問題です。 


